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出水地方で館冬しているツル類の生態研究において． 「分散地域Jで日中生活しているツノレ類の状況調査は基本的

な重要項目の一つである。 1987-1988年期にも．前2年期と同じ方法で「分散地嫁」のツノレ類について季節的は個体

数の変化，総数I(対するその害lj合，家族構成J]ljの家族数などを調べた。本報はその結果をまとめたものである。

乙れまで3年期の調査によって．各年期の種別越冬総数と幼鳥率・家族構成別の家族数の害lj合との関係を検討する

資料が幾らか得られているが．乙れらの事項の推計学的な考察は5年期の調査終了時11:行う計画である。

昭和62年度 (1987 88年期）の調査に参加協力いただいた熊本県在住の小田文弘氏，俣回実氏，鹿児島県在住の田

頭吉一氏にお礼申し上げる。

調 査 方 本
A

調査地域 第6報（安部ほか， 1988b）で記したように， 1986-1987年期調査から，給餌地区，東干拓地区．西干拓

地区の3地区を「中心地域Jとし，乙の中心地域以外の出水平野地域の11地区と阿久根地域の4地区を「分散地域」

とした。 1987-1988年期調査でも，前年期と同じく，上述の地区を「分散地域」とした。

調査年月日 1987ー1988年期の調査は， 11)1987年10月初日 11月8日， 1211987年11月30日 12月7日， 1311988年1月

10日一16日， 1411988年2月13日 19日， 1511988年3月16日一21BK実施し，乙のうち，分散地域全域の調査は上に記

した第2, 3, 4, 5回目の調査中I(行った。

調査時間帯， !2録方法前年期（安部ほか， 1988b）と同じである。

家族と非家族群の区別 これも前2年期調査と同じで，安部ほか (1988a b) IC詳述した通りである。家族構成を表

わす略字についてのみ再述すると， 111成鳥羽の2羽だけで．幼鳥を連れていない，番の2羽の家族は．本文中の各表

では②と表現した。 12）成鳥の番と幼鳥1羽の3羽の家族は，③と表現した。 131成鳥の番と幼鳥2羽の4羽の家族は，

④と表現した。 141成鳥1羽と幼鳥 l羽の2羽の家族は， 〔2〕と表現した。乙の家族は片親が死亡したものと考えられ

る。

地区境界のー郁変更 乙れまでの調査により，所定の分散状況調査中あるいは他の調査中lζツノレ類が新たに観察され

た地点が知られた場合には，それらの地点を含むように一部の地区の境界線を変更した。たとえば，武本地区，米／

津川流域地区，大橋川流域地区などの区域は， 1986 1987年期調査以後，少し拡大した。

各地区の分散状況調査月日 本文中には記していない．各月の分散状況調査における日J]ljの調査地区は下記の通りで

ある。 11)1987年12月3日は出水平野地域， 4日は阿久線地域， 1211988年1月13日は出水平野地域， 14日は阿久板地域．

131同年2月15日は．江内川流域地区を除く出水平野地域， 16日は江内川流域地区と阿久根地媛， 141同年3月17日は，

旧飛行場跡地区のうち南部と江内川流域地区を除く出水平野地域， 18日は17日に行わなかった残りの全域。

分散状況調査日時の天候季節によっては，荒天の影響により分散状況に変化が生じると考えられる。各分散状況調

査日の天候の記述は省略するが，上述の1987年12月， 1988年1月＇ 2月の調査日は．いずれも，その天候の影響を考

慮する必要のないと恩われる晴天あるいは，一時雨程度の天候であった。3月17,18日は，春先としては寒さの残る

雨天であった。
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調 査結果と考察

分散状況の季節的推移

各月の分散状況調査から．地区jjljのナベヅルと7ナヅルの分散羽数（ D) ，同期のそれぞれの種の越冬羽数（N
)

附するその割合（分散率．号×附は表lの通りであった。

まず初めに．両種の分散状況について．乙れまで3年期の調査結果IC共通している特徴は．越冬期間を通して，ナ

ベヅJレIC比較して7ナヅルの分散羽数が少ないζとである。また．両種の各時期の越冬数IC対する分散数の害lj合
，す

なわち分散率も7 ナヅルの方が低L、。

表 1 分散地場におけるナベヅルとマナヅルの個体数一一1切7-88年期

1987年12月3,4日 1988年l月13,14日 1988年2月15,16日 1988年3月17,18日

地 区
ナベヅルマナヅル 3十 ナベヅルマナヅノレ 3十 ナベゾル 7ナツコレ 2十 ナベヅルマナ、jル 3十

広瀬川流場 。 。。 2 。 2 。 。。
武 本 II 。II 69 。69 37 。37 9 。 9 
出 高柳 川流域 I 8 5 23 4 9 5 54 33 5 38 I 。

水
米ノ津川流域 39 3 42 38 3 41 32 2 34 5 。 5 
メ寸ミ 釜 I 1 2 6 118 94 9 103 78 。78 7 。 7 

平
旧飛行場跡 132 11 143 I 7 5 I 4 189 169 I 5 184 7 。 7 
野 高尾野川流滋 33 3 36 79 3 82 82 。82 。。。
地 高 尾 野 45 5 50 11 3 7 120 132 I 3 14 5 5 

。 5 
野田川流犠 184 8 192 I 5 0 37 187 196 I 6 212 2 。 2 
峨

江内川流犠 128 12 140 I 3 6 35 1 7 I 154 I 2 166 7 。 7 
古浜とその近辺 44 I 6 60 I I 6 1 9 135 64 2 2 86 3 。 3 

Z十 746 69 815 1.0 2 I 132 J,153 977 8 5 1,062 46 
。46 

脇 本 6 。 6 1 6 7 23 5 4 9 17 。1 7 
阿 折口川流峻 IO 7 3 110 121 3 124 173 6 179 57 。57 
久
根 高総川流域 19 。19 58 2 60 76 。76 9 。 9 
地
場 大 橋川流峨 。 。。 2 。 2 。 。。。。。

Z十 I 3 2 3 135 I 9 7 1 2 209 254 I 0 264 83 
。83 

分散合計の） 878 72 950 1,218 144 1,362 1,231 9 5 1,326 129 
。129 

同期の組冬総数例） 5,810 1,300 7,110 6,990 1,3 IO 8,300 6,990 1,3 IO 8,300 3,180 13 3.
190 

分散率骨X100, %) 15 6 13 1 7 11 16 I 8 7 16 4 。 4 

渡来は終ったと考えられる1988年 1月13, 14日の調査では，ナベヅルの分散数は1,218羽，越冬数6,990羽，分散率は

17%であった。 7 ナヅJレの分散数は144羽，越冬数1,310羽．分散率は11%であった。両種を合わせた分散数は1,362羽
．

越冬数8,300羽，分散率は16%であった。

今年期の渡去が始まる直前の1988年2月15, 16日調査では，ナベヅJレの分散数は1,231羽．分散$18%であった。地場

別IC分散状況をみると．出水平野地場は，全績としてみると．分散数は 1月調査時より少し減少している。一方
．阿

久棟地域では． 1月調査時より増加している。 2月に入ると阿久緑地犠のナベヅル分散数が増加する傾向は，乙乙 3
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年期の調査で毎年みられた特徴である。阿久根地織においては， 2月になると．比較的大きな群が低地の農耕地に生

息するようになり，また．丘陵状の山地の畑地I[ナベヅルがしばしば見られるようになる。 1月から2月ICかけての．

上述のナベヅルの生息地場の変化の要因は明らかでなし、。

1988年2月15,16日の調査から，ナベヅノレとマナヅJレの分散状態を付図に示した。

表1と乙の付図には記していないが， 1月. 2月調査とも，武本地区のナベヅルの小群iζクロヅルの幼鳥1羽が入

っていた。

マナヅルについては， 2月15,16日調査時には分散数は95羽に減少していた。乙れを地区別にみると， 1月ICくら

べて個体数が培加している地区もあるが，地区によっては減少が著しL、。

例年， 7 ナヅルは．ナベヅルIC比較して．繁殖地IC向けて早く渡り始めて．しかも，早い時季IC渡り終っている。

乙の特徴と関連して. 2月15,16日の調査時には．渡去前K見られる中心地犠への集結がすでに始まっていて， 7 ナ

ヅルの分散数が減少したのであろう。

越冬期の中期である 1月と 2月ICは．日中， 1,300羽を館えるツルが分散地域IC出て生活しているということは，注

目すべき事実である。

7 ナヅJレは2月19日IC渡去を始め， 3月11日までに大部分が渡去し.10数羽が残るのみとなり， 3月17,18日ICは

分散地域ICは7ナヅルは1羽もいなかった。

ナベヅノレは2月17日IC少数が初めて渡去し．以後． 3月10日と11日に多数が渡去した。分散状況調査を行った3月

17, 18日IC残っていたものは3,180羽で．鎗冬総数の55%がすでに渡去していた。分散数はわずか 129羽IC過ぎなかっ

た。

日中．分散地域IC出て生活しているものと中心地域に留まって生活しているものとで．渡去の状況にどのような相

異があるのか．明らかでない。

表1ICは示していない1987年11月の状況について記すと．今年期の第 1因調査は1987年10月30日から11月7日まで

行った。 11月1日の渡来数はナベヅル220羽のみで， 7ナヅルは11月5日IC最初の3羽が到着した。11月l自に出水

地域の分散状況を調査したが，ツノレは 1羽も見られなかった。 11月4-5日の夜間から7日の夕方までの数日間IC約

4,700羽のナベヅルと約250羽の7 ナヅルが渡来した0 7日の日中から．中心地域IC近い分散地区にも少数のツルが見

られるようになった。

1986-87年期と1987-88年期の分散数の比較

1986-87年期調査から， 「古浜とその近辺」地区は分散地績に入れて調査を行っている。乙の地区を含めた．両年

期の分散数を比較した （安部ほか，1988bでは．古浜とその近辺地区を除いて， 1986-87年期とその前年期の状態を

比較した）。

ナベヅルの両年期の分散数を表2にまとめて示した。鍾冬総数は， 1986-87年期には6,520羽， 1987-88年期ICは

6,990羽で，前年期より約500羽多い。 1987-88年期には1987年11月4-7日に多数のナベヅルが渡来し， 11月7日IC

は， 1986年11月の調査時の値IC近い．約5,000羽のナベヅルが到着していたが．前述のように，分散が始まったのは7

日あるいは8日からであった。

1987-88年期の越冬総数は前年期より約500羽多かったが．両年期の12月以後の分散数．分散率とも， 1987年1月

の分散数がや冶少ない乙とを除けば．大きな相異はない。

7ナヅルの分散数は表3の通りである。 1987-88年期の7ナヅルの越冬総数は1,310羽で，前年期より40羽少なかっ

た。ナベヅル同様IC, 7 ナヅルについても両年期の分散数，分散率IC目立った相異はなし、

乙乙数年来．中心地域の給餌地区や隣接する江内川流域地区．東干拓地区で農地改良事業が進行中であり．裏作IC

不適であった湿性の水回の面積がかなり減少し，また分散地域の一部ではビニール ・ハウスが増加している。しかし，

出水から阿久根にかけての広い範囲についてみれば．乙の数年IC関する限り．ツル類の錨冬期の生息環境が変ったと
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か．その面積が狭くなった，というような乙とはない。つまり．生息環境についていえば，分散状況に影響を及ぼし

そうな変化はないといえよう。

表2 ナベヅルの19飴－87年期と1錫7-88年期の分散状況の比較

調査 年 月日
I 9 8 6年様 I 9 8 6年 I 9 8 7年 1 9 8 7年 1 9 8 7年業来
I 1月7,8, 9日 I 2月8,9日 1月7,8日 2月7,8日 3月I4, 1 5日

分 散 羽 数 3 0 0 7 5 I 1,0 7 3 1, 2 1 9 1 0 7 
同期 の越冬羽数 5, 3 0 0 6, 5 1 0 6, 5 2 0 6, 5 2 0 4, 8 4 0 
分 散 率 6% I 2% I 6% 19% 2% 

調査年月日 1 9 8 7年 I 9 8 7年 I 9 8 8年 I 9 8 8年 I 9 8 8年機嫌
I I月1日 1 2月3,4日 l月13. 1 4日 2月I5, I 6日 3月I7. I 8日

分 散 羽 数 。 8 7 8 I. 2 I 8 I, 2 3 I 8 3 
同期 の起冬羽数 2 2 0 約5,8 I 0 6, 9 9 0 6,9 9 0 3, I 8 0 
分 散 率 。 I 5% I 7 % I 8 % 4% 

注 業 I 9 8 6年I2月調査では．古浜とその近辺地区は調査されていない。

機業 1 9 8 7年3月調査では．広瀬川流綾地区と大橋川流坂地区が．また. I 9 8 8年3月調査では広瀬
川流峨地区は調査されていなも、。

表3 マナヅルの1袋路－87年期と1987-88年期の分散状況の比較

調査年月日
I 9 8 6年 I 9 8 6年 1 9 8 7年 1 9 8 7年 1 9 8 7年
I 1月7,8. 9日 I 2月8.9日 l月7,8日 2月7,8日 3月I4, I 5日

分 散 羽 数 3 3 5 8 1 1 4 9 7 。
同期の館冬羽数 1, 0 6 0 1.1 0 0 I, 3 5 0 I, 3 5 0 I 7 0 
分 数 率 3% 5% 8% 7% 。
調査年月日

1 9 8 7年 1 9 8 7年 I 9 8 8年 I 9 8 8年 I 9 8 8年
I 1月1日 I 2月3,4日 l月I3, I 4日 2月I5, I 6日 3月I7, I 8日

分 散 羽 数 。 7 2 I 4 4 9 5 。
同期の越冬羽数 。 約 I,3 0 0 I, 3 I 0 I, 3 I 0 I 3 
分 散 率 6% I I% 7% 。
注．表2の注と同じ。

分散地織のツルの家族構成

ナベヅル 表4IC分散状況調査によって家族単位のツルとして記録されたナベヅルの家族構成別の家族教を示した。

表4の下段が1987-88年期，上段は前年期 (1986-87年期） の調査結果である。

表4 分散地織のナベヅルの家族構成一一1袋路－87年期と1987 88年期の比較

調査年月日
家族構成別の家篠数

家族数 家族単位の非家族群の 分散羽数計
② ③〔2〕 ④ 〔3〕 ツルの羽数羽 数

’俊
1986年12月 8,9日 4 2 68 4 5 4 2 I 7 0 5 1 8 2 3 3 7 5 1 
1987年 1月 7,8日 5 9 9 7 4 7 7 。 2 3 7 7 2 5 3 4 8 1, 0 7 3 
1987年 2月 7,8日 6 3 97 1 7 6 。 2 3 7 7 2 3 4 9 6 I, 2 1 9 
1987年12月 3,4日 6 6 6 7 3 4 2 。 1 7 8 5 0 7 3 7 1 8 7 8 
1988年 1月13,14日 9 0 1 1 6 1 7 0 。 2 7 7 8 1 0 4 0 8 I, 2 1 8 
1988年 2月15,16日 8 0 99 1 7 7 。 2 5 7 7 6 7 4 6 4 I, 2 3 1 
注＊ 古浜とその近辺地区は調査されていない。
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第6報（安部ほか，1988 b）で行ったように，分散地場のツル顛が定常化したと思われる l月と 2月の調査結果に

ついて．各家族単位の家族数の例数を合計して．その割合をみると， 1987-88年期ICは，幼鳥を連れていない番だけ

の2羽の家族は32%,3羽の家族は411彰，4羽の家族は27%である。 1986-87年期には．乙の割合は， 26, 42, 32% 

であった。両年期を比較すると，1987-88年期には．2羽の家族の書lj合が多く＇4羽の家族の割合が低い。

別の記述で示すと，幼鳥を連れていない番だけの2羽の家族数と幼鳥を 1羽か2羽連れている家族数との比は，

1987-88年期には 100:214，前年期ICは100:288である。また，幼鳥 l羽を連れている 3羽の家族数と幼鳥2羽を連

れている 4羽の家族数との比は， 1987-88年期には 100:68, 前年期ICは100:11である。

乙れらのζとと関連して．分散地域におけるナベヅノレの幼鳥率にふれると， 1987-88年期ICは，1988年1月． 2月

とも幼鳥の割合は26%，これに対して前年期の幼鳥率は1987年1月は30%, 2月には29%であり， 1987-88年期の方

が幼鳥率は低い。

1987-88年期は，前年期IC比較して，幼鳥2羽を連れている家族が，幼鳥 l羽を連れている家族にくらべて少なし

幼鳥を連れていない家族が多いとと，幼鳥率が低い乙となどから，1987-88年期については繁殖成績が前年期より低

かったのかもしれない，という推察もでよう。さらに．第6報（安部ほか，1988b）で述べたように．前年期 (1986

87年期）は前々年期 (1985-86年期） IC比較しでも，幼鳥率が高かった可能性はある。そして，ナベヅルの鍾冬総

数が， 1985-86年期は5,330羽で， 1986 87年期には前年より22%も多い6,520羽となり.1987 88年期比は6,990羽で

おさまっている変化も．上述の乙とと関連しているのかもしれなし、。

しかしながら，幼鳥を連れていない番だけの2羽の家族のうち，若齢未繁殖番と繁殖に失敗した番との番数の割合

も未知であり，出水地方で越冬しているナベヅル全体についてのとのような問題は．必要な資料をさらに集めた後IC

厳密な考察を行うべきであり，本報では乙れ以上の論議は控えておく。

マナヅル 分散地域における家族構成別の家族数は表5の通りである。表5は表4 （ナベヅノレ）と問機． 「古浜と

その近辺J地区を含む数値である。上段は前年期（1986-87年期） ．下段が1987-88年期。

表5 分散地場のマナヅルの家族清成一一1袋路－87年期と1987-88年期の比較

調査年月日
家族構成別の家族数

家族数
家族単位の非家族群の 分散羽数計

② ③（  2〕 ＠ ツルの羽数羽 数

1986年12月 8.9日 6 8 5 2 0 5 8 。 5 8 

1987年 l月 7.8日 7 1 7 。 1 2 3 6 1 1 3 1 1 4 

1987年 2月 7,8日 8 1 1 1 0 3 0 9 1 6業 9 7 

1987年12月 3,4日 7 1 5 。 2 2 4 6 7 5 7 2 

1988年 l月13.14日 1 6 2 2 1 11 5 0 I 4 4 。 I 4 4 

1988年 2月15,16日 I 5 I 5 。 I 5 4 5 9 5 。 9 5 

注業 乙のうちの5羽は．番とその幼鳥1羽の3羽の家族IC他の幼鳥2羽が一緒になっている 5羽。

館冬期の中期から後期にあたる 1月と 2月の両年期の値を比較すると，1987-88年期ICは．幼鳥を連れていない番

だけの2羽の家族数が，幼鳥を連れている家族にくらべて多いのが特徴である。

第6報（安部ほか， 1988b）では，前2年期つまり1985 86年期と1986-87年期について比較した（第6報の表11）。

第6報の表11では「古浜とその近辺」 地区を除いた値を示しであるが，乙の表11と本報の表5をあわせてみると， 1985 

-86年期と1987-88年期の家族梅成別の家族数が著しく異っている。すなわち，1985-86年期ICは， 1987-88年期と

は対照的IC，幼鳥を連れていない番だけの2羽の家族がきわめて少なかった。 7ナヅノレについても，各年の越冬総数
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と家族構成別の家族数との関係は今後の研究課題である。

摘 要

1987 1988年期に毎月行なった分散状況調査から，各地区別のナベヅルと7ナヅノレの個体数は表1の通りであった。

越冬期中期の1988年1月中旬の調査では．日中．分散地域lζ出て生活しているナベヅルは1,220羽， 7ナヅルは140羽，

合計1,360羽，分散率16%であった。

各月の分散数，分散率については，ナベヅノレ， 7 ナヅJレとも，前年期とくらべて，大きな相異はなかった（表2.

表3）。

家族構成jjljの家族数については．ナベヅルでは．前年期IC比絞して，幼鳥を連れていない番だけの2羽家族の害lj合

が，幼鳥を連れている家族の割合にくらべて多く，また．幼鳥2羽を連れている 4羽の家族が，幼鳥 l羽を連れてい

る3羽の家族にくらべて少ない傾向がみられた。7 ナヅノレについては，前年期IC比較して，幼鳥を連れていない番の

2羽だけの家族が，幼鳥を連れている家族Ii'.:くらべて多かった。乙の相異は，前々年期と比較するとさらに著しかっ

た。
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付図説明 （折込図）

1988年2月15,16日の調査から，日中，分散地域IC出て生活しているツル類の分散状態を示した。

・ ：ナベヅルの番の2羽家族 0. ＇？ナヅルの番の 2羽家族

企 ．

・ ：

番と幼鳥l羽の3羽の家族

番と幼鳥2羽の4羽の家族
ム
ロ

番と幼鳥l羽の3羽の家族

番と幼鳥2羽の4羽の家族

非家族群として記録されたナベヅルは．成鳥と幼鳥別Ii'.:羽数を示した。Aは成鳥， Jは幼鳥の略号で，たとえば．成鳥

だけの6羽の群はA6と図中IC記し．成鳥12羽と幼鳥2羽の群はA12, J 2と記した。飛行中のツノレは．その羽数を

記し，点線で飛行方向を示した。なお，分散地境の7 ナヅJレは総て家族単位のものである。




